
都道府県名　　　岡山県

成果目標 事業内容 地域協議会 都道府県

現状値 目標値 実績
等の評価 の評価

-32.7%

新規就農者など担い手の確保が
計画より少なかったため面積拡
大が計画どおりに進まず、また
令和4年度は夏季の高温乾燥によ
る着色不良や小粒傾向により出
荷量が減少したため目標は達成
できなかった。
引き続き、夏季の水管理や枝管
理等の栽培技術指導を重点的に
行うとともに、新規就農者など
担い手の確保、育成を積極的に
行うことで収益率の高い品種の
面積拡大などにより出荷量を増
加することで販売額の増加を
図っていく。

新たな担い手の確保の推進に努め
たが、面積の増加が4.7haにとど
まったことや、夏季の高温少雨に
よる着色不良や小粒傾向により出
荷量が減少したことにより出荷量
が目標を下回った結果、販売額は
目標を下回る結果となった。
引き続き、新見市やJA等の関係機
関と連携し、就農相談会や現地見
学会等の開催により新たな担い手
の確保に努めるとともに、気象変
動に対応した栽培技術指導等を行
う。

R5

販売額
の10％
以上の
増加

(H29年度)

1,053,989千
円

(R5年度）

1,195,600千
円

(R4年度）

1,239,589千
円

【資材費】
　ぶどう棚8カ所　　9,685㎡

R1
【資材費】
・パイプハウス2か所　　656㎡
・ぶどう棚9か所　　　7,134㎡

【資材費】
　ぶどう棚9カ所　16,224㎡

新見市
農業再
生協議
会

新見市

晴れの
国岡山
農業協
同組合
新見統
括本部
阿新ぶ
どう部
会

果樹
（ぶど
う）

(R4年度）

1,007,755千
円

-151.5%

令和4年度は夏季の高温少雨の影
響を受け、着色不良や小粒傾向
により出荷量が減少したため目
標は達成しなかった。
今後は、関係機関と連携し剪
定、新梢管理、防除などの技術
指導等を徹底し収量と品質の安
定を図るとともに、各生産者の
出荷計画に基づき安定出荷対策
を講じて販売額の増加を図って
いく。

産地生産基盤パワーアップ事業都道府県事業評価報告書(中間評価）

達成率
（％）議会名 年度

（工種、施設区分、構造、規格、
能力等）

地域協
地区名

 取組
 主体名

 対象
 作物名

目標事業
実施
年度

価格補正後の
実績

R1

【資材費】
パイプ棚：3ヵ所3棟　4,202㎡
吊り棚：1ヵ所1棟　　1,032㎡
　

井原市
地域農
業再生
協議会

井原市

晴れの
国岡山
農業協
同組合
(岡山西
統括本
部）

果樹
（ぶど
う）

H30

R5

販売額
の10％
以上の
増加

(H29年度)

1,141,440円
/10a

(R5年度）

1,278,572円
/10a

(R4年度）

1,266,848円
/10a

(R4年度）

933,735円
/10a

【資材費】
・パイプハウス3か所　 2,588㎡
・ぶどう棚8か所　　　10,124㎡

H30

R1

栽培面積については概ね目標を達
成したが、夏季の高温少雨により
着色不良や小粒傾向であったこと
から、出荷量が減少し、販売額は
目標を下回る結果となった。
引き続き、井原市やJA等の関係機
関と連携し、気象変動に対応した
栽培技術指導等を行う。

勝央町
農業再
生協議
会

美作市
農業再
生協議
会

勝央町
　・
美作市

晴れの
国岡山
農業協
同組合
勝英統
括本部

果樹
（ぶど
う）

H30

R5

販売額
の10％
以上の
増加

(H29年度)

60,201,828円

(R5年度）

69,864,542千
円

(R4年度）

89,552,127千
円

(R4年度）

74,903,646千
円

【資材費】
ハウス：2カ所3棟　 3,012㎡

152.1%

「晴王」ブランドとして評価の
高いシャインマスカットの出荷
量が増えたことや全国的に黒系
ブドウが不足する中でピオーネ
の単価が上昇したことにより、
産地全体で高単価となり販売額
は目標を上回った。
　しかし、出荷数量については
高温によるピオーネの着色不良
や品質低下により減少し未達と
なった。
　引き続き、関係指導機関との
緊密な連携のもと、気象災害や
病虫害などリスクに対応できる
産地づくりを目指し各種講習を
行った。次年度以降も取り組み
を継続・発展させていく。

栽培面積については概ね目標を達
成したが、夏季の高温少雨による
着色不良や小粒傾向により出荷量
が減少したことにより出荷量は目
標を下回った。しかしながら、
「晴王」としてブランド強化を
図ったシャインマスカットや全国
的に黒系ぶどうが減少する中で需
要が高まったピオーネの単価が上
昇したことにより、産地全体で高
単価となり販売額は目標を上回っ
た。
　引き続き、勝央町、美作市やJA
等の関係機関との緊密な連携のも
と、出荷数量増に向けて気象災害
や病虫害などリスクに対応できる
産地づくりを目指し栽培指導を
行っていく。


